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　今夏、「みんなの学校」というドキュメ
ンタリー映画を鑑賞した。この映画は障
害があっても、貧困であっても、暴力をふ
るう子でも地域の小学校で一緒に学び、
共に成長していく様子が映し出されてい
る。映画に登場する校長先生は、「学力だ
けに焦点をあててしまえば、地域の学校
で学ぶ場が奪われてしまう子どもが増え
るのは当たり前。学校は子どもが安心し
て学び合える居場所を一番に考えなけれ
ば。」と話している。学習する権利を保障
しているのだ。この小学校は「インクルー
シブ教育」に取り組んでいるように私に
はとらえられた。インクルーシブ教育と
は、障害の有無によって学ぶ場所が分け
られるのではなく、誰もが自分に合った
配慮を受けながら地域の通常学級で学べ
る「すべての子どものための教育」という
意味だ。
　映画鑑賞の数日後、かつての教え子か
ら久しぶりに連絡があった。彼女は小学
5年生の時、精神疾患で通常学校に通え
なくなり、病院内に設置されている院内
学級に通うことになった。院内学級では

学年も違えば進度も違い、学力の定着も
さまざまな子どもが通ってくる。当時、長
い入院生活や闘病で辛い思いをしている
子ども達が笑顔で過ごせるように願って
いたのを思い出す。その彼女は、振り返れ
ば、院内学級は自分を認めてくれる、自分
らしさを出せる場所だったという。そこ
で過ごしたことが後押しをし、今は障害
のある子ども達を預かる施設で働き始め
たそうだ。彼女も「子ども達のためになん
とかしたい」と動き出していた。
　子どもは成長の過程において、人格を
形成し多様な価値観を習得する。男女共
同参画社会の実現のためには、男女平等
の理念や、社会的、文化的に作られた性差

（ジェンダー）だけでなく、障害の有無や
人種、民族、国籍などに関わらず、自らの
意思によって多様な生き方の選択ができ
るような教育や学習の場を提供していく
必要があると感じている。
　子どもが地域で育ち、学んでいけるた
めに何が一番いいことなのかを考えて
いくことがこれからの教育では大切だ
と思う。

　10月29日、和光市役所に、アメリカはワシントン州にある姉妹都市ロング
ビュー市から、姉妹都市交流委員長のクリスさんを中心とする訪問団がやって
きました。一年交代で訪問団が行き来する中で、今回の特徴は高校生と先生た
ちが来てくれた、ということ。和光市からは、以前は中学生が、現在は高校生が
ロングビュー市を訪問していますが、高校生が和光市に来たのは初めてです。
　また、今回は和光市民側の姉妹都市交流会等による歓迎態勢も今までにな
く盛り上がり、特に当日夜の歓迎レセプションでは、市民有志が清水かつらを
テーマに「みどりのそよ風」等の合唱を披露し、最後は「マイオールドケンタッ
キーホーム」で盛り上がりました。多くのロングビュー市民がホームステイや
ホームビジットで和光市民と交流したり、新倉ふるさと民家園では茶道体験を
するなど、日本を、そして和光市を満喫していただきました。
　そして、11月12日にはロングビュー市にあるローワー・コロンビア・カレッジの
クリストファー・ベイリー学長が和光国際高校を訪問し、両校が協定を締結。和
国の高校生を同カレッジが積極的に受け
入れる体制が整いました。ちなみに今、和
光市の若者2人がすでに留学しています。
　1999年に始まった両市の交流は、20
年の時を経て、ますます深まりつつあり
ます。来年は和光市民が訪問する年。あ
なたもロングビュー市に行ってみませ
んか？

姉妹都市ロングビュー市
クローズアップ 和光

No.23松本市長が見た!

▲�かつて働いていた美大卒のスタッフが描いた絵は
お店のトレードマーク。

▲�勇気を出して扉を開ければ、気さくなマスターとス
タッフがやさしく出迎えてくれます�!

▲�人気の鳥もつ煮込み（左）と週替わりのグラタン（上）、刺身盛
り（右）はこのボリュームで880円�!

�▲�左からマスターの伊原�克実さん、�
スタッフの山沢さん、谷山さん。

▲�板前として腕をふるっていたマスターの包丁さ
ばきは、まさに職人芸。

【DININGくろべえ】
本町6-31 アイエスビル1F ☎465-1710 
営業時間／ 月〜木18：00〜25：00、 

金・土18：00〜26：00
定休日／日曜日

　今回は「ホルモン焼肉 心福」よりバトンを受けた「DININGくろべえ」のご紹介で
す。こちらのお店、かつては現マスター・伊原克実さんのお母様が切り盛りするス
ナックでしたが、今から23年前にそれまで都内の料理店で板前として腕をふるっ
ていた伊原さんがお店を受け継ぐことに。以来、本格的な料理をもてなす“カラオケ
ダイニング”として、多くのお客様から愛され続けてきました。
　マスターが元板前なだけに、最大の魅力はなんといってもおいしい料理。鮮度抜
群のお刺身をはじめ、第7回ニッポン全国鍋合戦（現・ニッポン全国鍋グランプリ）で
入賞を果たした鳥もつ煮込み、さらには週替わりのグラタンといった創作料理など
品数も豊富。ちなみに、鳥もつ煮込みにはこんな裏話が。
　「もともと私は鶏肉が苦手なんですよ。そこで、どうにか鶏を食べやすくできない
かと考えて作ったのが、この煮込みなんです」と伊原さん。ある日、常連さんに提供
したところ「うまい!これで鍋合戦に出よう」と背中を押されてエントリー。名実とも
に、くろべえの看板メニューになったのだとか。

　伊原さんの気さくな人柄に吸い寄せられるように、さまざまなお客様が集うくろべ
え。常連さんのなかには、かつて理化学研究所でニホニウムを発見した著名な物理学
者もいるとのこと。そんな人と人とのつながりも、料理に負けないくろべえの魅力です。
　「うちの常連さんは経営者や研究者などの方がいます。皆さん決して出しゃばら
ないけれど話しかけられれば愛想よく答えてくれる。だから、若い人にはいい人生
勉強になると思いますよ」と伊原さん。実際に、一人でフラッと立ち寄る20代のお
客様も多いといいます。
　最後に、伊原さんからこんなメッセージをいただきました。「初めての方には入り
にくいお店かもしれませんが、扉の向こうにはあたたかくアットホームな空間が広
がっています。ボトルキープ半額サービスなども用意していますので、一人でも仲
間同士でも、ぜひお気軽にご来店ください!」。

次回は、備長炭で焼き上げる串焼きが絶品の『とりやき 備中屋』へ バトンタッチ!!

12月から1月末まで、生ビール、ハイボール、サワーの
いずれか1杯をサービスします。ご注文の際に「広報わ
こうを見た」とお伝えください!

DININGくろべえからからのお知らせ!
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おいしい料理と
あたたかな人情に出会える
アットホームな居酒屋

「DININGくろべえ」

「一次会は居酒屋、二次会はカラオケ」
と分けなくていいからリーズナブル�!
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